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7月22日 7月23日

H29.7洪水

氾濫危険水位：5.70m
避難判断水位：5.50m

リエゾン派遣

水位状況報告

3:30～6:00
沿川地区に順次発令

氾濫注意水位：5.00m

水位状況報告 間倉地区

(m)

8:00 
氾濫発生

7/24以降、被災状況調査の関係

で、ホットラインを3回実施。

(mm/h)

21:10 待機

0:50 出動

0:50 氾濫注意情報

2:30，4:50 
氾濫危険情報

氾濫発生情報

★：大仙市とのホットライン

●：エリアメール配信

●：避難情報

●：洪水予報

●：水防警報

既往最高水位
H23.6.24 7.74m

今回の洪水による最高水位
7月23日11:00 7.56m

緊急速報メール

・７月洪水では、事務所長からホットラインの
度重なる情報提供がなされ、それを踏まえ
て、適時の避難情報発令を行えた。

＜被害状況＞（外水）
浸水面積 約２，０００ｈａ
浸水家屋 約７００戸

【人的被害ゼロ】

＜避難情報発令状況＞
避難勧告 ８，０５１世帯 ２１，５８４人
避難指示 ８，４８６世帯 ２２，７９９人

大仙市長のコメント

※被害状況、避難情報発令状況は雄物川全体数値であり、速報値であるため今後変わる可能性があります。

 雄物川（国管理区間）では、河川事務所と⾃治体で作成していた⽔害対応タイムラインを活⽤し、河川事務所⻑等と市⻑等のホッ
トラインを3市に延べ21回（※）実施。（※7⽉22⽇から24⽇までに、被害の⽣じた雄物川⽔系で事務所⻑等と市⻑等との間で
実施したもの）

 タイムラインを踏まえた緊密なホットラインにより、湯沢河川国道事務所⻑から⼤仙市⻑に河川の状況等を詳しく伝え、それを受けた市
⻑は、対象地域へ早いタイミングで避難指⽰を発令し、住⺠への避難の呼びかけを実施。合わせて国⼟交通省は、緊急速報メールに
より河川情報を住⺠等に配信。

住民の避難を促すソフト対策（ホットラインの実施状況と効果）

湯沢河川国道事務所から⼤仙市へのホットラインの例
神宮寺⽔位観測所における⽔位とホットライン・避難情報発令のタイミング
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ホットライン（20:20）

ホットライン（22:20）

ホットライン（0:25）

ホットライン（1:35）

ホットライン（2:30）

ホットライン（3:04）

ホットライン（4:33）

ホットライン（6:35）

ホットライン（8:00）

ホットライン（8:39）

氾濫危険水位超過見込み、氾濫の可能性伝達

エリアメール配信連絡

リエゾン派遣

氾濫危険水位超過、（本川：神宮寺）
水位の見込み

氾濫危険水位超過
（支川玉川：長野）

溢水情報

市長から避難情報の報告

避難指示（22:30）
避難勧告・指示（3:30～6:00）

早いタイミングで避難勧告発令

ホットライン実施市町村

氾濫危険水位超過見込み、氾濫の可能性伝達

【位置図】

雄物川

寺館大巻地区 間倉地区

水系 県 市町村 回数

雄物川 秋田県 秋田市 6

大仙市 13

横手市 2

合 計 21

雄物川 左岸46.0k付近
溢⽔による住家浸⽔ 雄物川 右岸60.2k付近

溢⽔による住家浸⽔

3:13 緊急速報メール配信
（氾濫危険水位超過）

10:05 緊急速報メール配信
（氾濫発生）

大仙市長へのホットラインのようす


